
濃縮度試験報告書

〔試験方法及び条件については、一部分を除き前回と同じである

ため異なる部分のみを記載し、同じ内容については省略する。）

1－1　試験期間

　　　昭和54年1月17日　～昭和54年3月51日　，’

豆一2　試験方法及ぴ条件

総髭■一弊一一
五一2．1　濃縮度試験

n－2．1．1　試験条件

　　　（a）　水系裂境調節装置　流水式

　　　　　（揮発性化学物質用濃縮度試験装置を使用）

　　　　　　試験水槽

　　　　　　　一ガラス製　 容　量　 100ユ

　　　　　　　　　　　　流水量1152エ／日

　　　　　　原液：希釈水＝2皿／分　：800皿／分

　　　（p）試験魚

　　　　　　コイ　平均体重　ろO　g

　　　　　　　　　平均体長　11cm

　　　（c）水槽中の溶存酸素量

　　　　　　図一五一11及び1－12参照

＠） 水槽濃度

設定理由　　聾
　　　　　　　わ
　精度よく定量できる濃度は約4PI茸n（図一E－5参照）であり、

　水分析時の前処理操作にむいて200倍濃縮が可能なこと及び

　水分析時の回収率を85％、予備飼育により水槽濃度の低下率

　20％と見込み、低濃度区の水槽濃度を設定した。

　高濃度区についてはその10倍とした。

（計算式）　第2濃度区の水槽濃度は
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　表一1 磯縮倍率を求めるための平均濃度（単位PIm罵／v）
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五一2．1．2　分析条件

　　　（a）　分析試料の前処理

　　　　　魚体　前回と同手法

　　　　　試験水

　　　　　　　　迦
　　　　　　　　　　　1　　　卸区　第駆
　　　　　　　　　　　・1　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　1・採水　　　　200皿1　2000皿ユ
　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　i←ニコ硫化炭素　　50皿ユ　　100皿1
　　　　　　　　　　　ミ
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皿一5　試験結果

H一三1　供試魚の状態

　　　　　外観観察結果：正常

五一ム2　濃縮度試験の結果

　　　　　表一2　供試物質の濃縮倍率
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参考値：（）で表示

なむ試験結果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は次の通りである。

漁体中飯（P聖）1飾倍率 計算方法（ppn）

精度よく宝島
　　　　　　1　1．44以上
できる範囲　l
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　　　　　　i

1第1区　5．2～巳4
1第2区55－4
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検出限界引下

とする範囲

　　　　　1鋤区　脳以下
巳11以下　　・

　　　　　脚区4以下
　　　　　i
　　　　　r

　C　　　　］⊃

鵯X　－100　　ExF

　　B

A．精度よく定量できる濃度＝4　p即　（図一皿一5参照）

B．検出限界の濃度（象＝2）＝α5ppn（図一皿一5参照）

C．回収率：92％

D．魚体重：509

皿．最終液量：10ml

∬．希釈倍率：1



皿一4　備　　考

　　　クロロトルエン（K－299）についてそれぞれ濃縮度試験を

　　2回実施した。

　　第1回は、試験水槽の水面に簡単な浮ぶたをして供試物質

　の揮散を防ぐと同時に希釈水量を800皿／血加にして濃度保

　持を試みた。

　　第2回は揮散性化学■物質用濃縮度試験装置を使用した。

　第1回及び第2回の試験から設定水槽濃度に対し第1回の場

　合5臼～65％が保持されたが、第2回の場合約90％保持され

　揮散性化学物質用濃縮度試験装置の効果が十分認められた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上


